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新安治川水門アイデアコンペを開催（応募期間 R３．７．１６～ R３．９．７）
■実施スケジュール

（R３．９．２９） 1次審査通過者発表
（R３．１０．１８） 2次審査（公開プレゼンテーション）
（R３．１１．２５） 結果発表

【答申】 改築する三大水門の景観に関する事項について（R３．１．２９）
１． 改築する三大水門の景観検討方針について

２． 木津川水門の景観設計において配慮すべき事項について

令和３年度 第１回 大阪府河川構造物等審議会 三大水門景観検討部会（R３．６．２１）
■安治川水門の景観検討の進め方について審議を実施
・新水門の景観などについて広くアイデアを募集するため、アイデアコンペによりアイデア募集を実施
・アイデアコンペの応募作品をふまえ、新安治川水門の景観設計上のコンセプトを決定する

新安治川水門の景観に関するこれまでの検討経過

（答申抜粋）
≪景観方針・検討の進め方（安治川水門）≫

■景観方針
• 安全・安心のシンボル（水都大阪の再生に資する取組やまちづくり計画も考慮）

■検討の進め方
• 新水門に期待する付加価値や水門周辺に期待する姿や景観などについて、
アイデアコンペの開催を検討するなど、広くアイデアを募集する。

• アイデア募集の結果も参考に本部会において、景観設計上のコンセプト及び、配慮すべき事項を決定する

【諮問】 改築する三大水門の景観に関する事項について（R２．７．２）
１． 改築する三大水門の景観検討方針について
２． 木津川水門の景観設計において配慮すべき事項について
３． 安治川水門の景観設計において配慮すべき事項について
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新安治川水門アイデアコンペ実施概要

2

◆応募作品（アイデア）の活用

◆開催目的

◆テーマ（対象エリア）

新たに建設する安治川水門に期待する付加価値や水門周辺に期待する姿や景観などについて、
広くアイデアを募集し、新安治川水門の景観設計上のコンセプトおよび配慮すべき事項の参考とする。

（テーマ）
「新安治川水門と周辺地域および河川軸」

（対象エリア）
①新安治川水門および管理所敷地
②弁天町周辺エリア

（弁天埠頭・オーク弁天商店街等）
③安治川水域（中之島～夢洲）

弁天埠頭・オーク弁天商店街

安治川水域

◆概要
参加登録数 ：１２組
提案書提出 ： ９組
二次審査対象 ： ６組
→（最優秀賞：１作品、優秀賞：１作品 奨励賞：３作品、審査員特別賞：１作品）

「水門デザイン」に関するアイデア 「まちづくり」に関するアイデア

水門デザインのヒントとして活用 まちづくりへのヒントとして活用

「安治川水門の景観設計において配慮すべき事項」

の参考とする⇒【本検討部会で審議】

・関係市区のまちづくりや賑わいづくり、防災関係部局へ、

本コンペで提案のあったアイデアについて活用いただけ

るよう情報提供を実施。

（参考）



アイデアコンペにおいて提案のあった事項
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・アイデアコンペでは『舟運・水都大阪を考慮したアイデア』『防災機能・啓発等を
考慮したアイデア』『現水門の継承を考慮したアイデア』に関する提案が多く挙げら
れた。

舟運・水都大阪を考慮したアイデア

防災機能・啓発を考慮したアイデア 現水門の継承を考慮したアイデア

１．大阪市内とベイエリアをつなぐ
中継地点・拠点とするような提案
（8作品)

２．夜間景観に関する提案（４作品）

３．土木構造物（治水施設）としての
安心感や力強さに関する提案（5作品）

４．地域の防災教育や眺望スペース
としての活用に関する提案（8作品）

５．アーチ形状・色の継承に関する提案
（9作品）

アイデア毎にコンペでの提案内容を整理し、配慮すべき事項を抽出



１．大阪市内とベイエリアをつなぐ中継地点・拠点とするような提案

4

（提案概要）作品２：守り、干渉する水門
・舟運の活性化等を促すため、中之島~ベイエリアまでの動線上に「リバーターミナル」を整備。
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１．大阪市内とベイエリアをつなぐ中継地点・拠点とするような提案

（提案概要）作品４：帰ってきた「まちみなと」Benten Biennale
・安治川水門はこれまで、「川の玄関口」としてのイメージを作ってきた。
・舟運のネットワークにより、水都大阪の魅力に広がりを促すため、弁天埠頭に船着き場を整備することで、
都心部とベイエリアを結ぶ中継地点とする。
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弁天埠頭
都心部とベイエリアの中継地

台船貸出の拠点

中之島エリア

舞洲

咲洲

大阪城

夢洲

現舟着き場

新たな舟着き場

現舟運ルート

新たな舟運ルート

ユニバーサル
スタジオジャパン

海遊館
・天保山

■都心部とベイエリアを結ぶ中継地点を整備
弁天埠頭に舟着き場を整備することで、中之島や大阪城のある都心部とユニバーサルスタジオジャパンや海遊館の

あるベイエリアの中継地点として機能する。弁天埠頭の整備が整うと、大阪都心部から海への舟運のネットワークは、
水都大阪の魅力に広がりを促す。
また災害時に陸上交通が不通となった際には、水上交通は人や物資の輸送を行う代替交通として役に立つだろう。

■弁天埠頭から整備された台船の貸出
弁天埠頭では、河川に親しめる装置として、整備された台船の貸し出し行う。また、この地区は河川と海の境界地

点であり、約3.0km間隔で点在している安治川の主要観光施設の中継地点である、弁天埠頭は都心部やベイエリアへ、
水辺に近づいて活動する場を提供する拠点として賑わいを展開していく。
台船の上は、プールとして泳いだり、BBQをしたり、グランピングをしたりと、季節や流行のアクティビティの場

の受け皿となってくれるにだろう。

川に近づくことができる
台船上のアクティビティ（プール）

はちけんやリバーステージに
台船の上で遊ぶという
新たな水辺の楽しみ方を創出

ユニバーサルスタジオジャパンの帰りは
弁天町エリアへ

災害時、陸上交通が麻痺した場合は、
舟運の活用が期待される 4



（提案概要）作品8：BENTEN 2050
・「水辺空間のシンボル」として機能する水門かつ、「水都大阪のゲート」となるような水門。
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１．大阪市内とベイエリアをつなぐ中継地点・拠点とするような提案



（提案概要）作品11：海の大手門
・安治川が大阪城に繋がることから、安治川水門を川からまちへ至る入口とし、水門を「海の大手門」と
位置づけ。

・また、川を遡る時と下る時、往還で違った感覚があることから、水門や堤防で「往還で異なった印象」
を与える。
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１．大阪市内とベイエリアをつなぐ中継地点・拠点とするような提案



２．夜間景観に関する提案

（提案概要）作品２：守り、干渉する水門
・通常時は、ライトアップすることで、
「夜間の港空間のランドマーク」となる。

・夜間に災害が来た際も周囲に知らせる、
「灯台のような役割」も果たす。
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（提案概要）作品7：NEW GATE ベイエリアと
都心を結ぶ場所

・一定区間毎に水辺に近づけるスポットを設け、
ライトアップによる夜間景観を楽しむことができるよ
う護岸のライトアップを実施。

     

                        

                         

                       

     

水辺に近づけるスポット
scale1:200

夜間のライトアップの様子



（提案概要）作品11：海の大手門
・「昼と夜の表情」を提案。照明の点灯方法（上流側下流側同時、個別の点灯など）により表情を変える。
・全点灯、照明室の点灯、連絡歩廊の点灯、門灯の点灯等組み合わせで、様々なシーンの演出が可能となる。
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２．夜間景観に関する提案



（提案概要）作品11：海の大手門
・一定の寸法で堤体にリズムを与え、「上りと下り、夜と昼で景色が変わる護岸」とする。
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２．夜間景観に関する提案



 大阪市内とベイエリアをつなぐ航路の中間に安治川水門が位置していることから、「リバーター

ミナル」の整備や「海の大手門」「水都大阪のゲート」「川の玄関口」としての位置づける提案

が見られた。

 舟運に着目し、上流から下流あるいは下流から上流という、「視点の方向の違いによりデザイン

の方向性を変える提案」も見られた。

 安治川では、舟運等による大阪市内とベイエリアをつなぐ人の流れが、夜間でも想定されること

から「昼と夜で表情を変える」ことやライトアップによる「夜間の港空間のランドマーク」「灯

台のような役割」など夜間景観に係る提案も見られた。

≪景観設計において配慮すべき事項≫
① 大阪市内エリアとベイエリアをつなぐ中継地点や拠点として、期待されていることを踏

まえ、水都大阪の玄関口やシンボルとなるような景観となるよう配慮すること。

② 舟運の活性化が期待されることを踏まえ、上下流方向など視点の違いによる景観の印象
の違いに配慮すること。また、夜間でも船舶による人の動きがあることが予想されるた
め、夜間景観や昼と夜の景観の違いについても配慮すること。

《舟運を考慮したアイデアのまとめ》
・大阪市内とベイエリアをつなぐ中継地点・拠点とするような提案
・夜間景観に関する提案

安治川水門の景観設計において配慮すべき事項【舟運を考慮したアイデア】
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３．土木構造物（治水施設）としての安心感や力強さに関する提案

（提案概要）作品２：守り、干渉する水門
・大規模で、見た目から安心感が得られるよう３本柱のローラーゲート方式を提案。
・頭部構造を旧水門がつつみこむような楕円とし、安心感を与えるような形状を提案。
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（提案概要）作品8：BENTEN 2050
・災害時には「水都大阪の砦」となるような水門を提案。
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３．土木構造物（治水施設）としての安心感や力強さに関する提案



（提案概要）作品11：海の大手門
・水に対する防備である水門と、大阪城の敵を寄せ付けない防護構造とに通じるものがあると考え、
「堅牢な表情で大阪のまちを守る」デザインとし管理棟は門に対峙する城のイメージとする。
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３．土木構造物（治水施設）としての安心感や力強さに関する提案



(提案概要）
水門が高くなると景観性
にすぐれないため、ダブ
ルゲート構造にし、高さ
を抑える提案

（提案概要）
二段式ローラーゲートと
し、水門自体の高さを抑
えると共に、大きな遮蔽
物とならない形式を提案

【作品11：海の大手門】

【作品7：NEW GATE ベイエリアと都心を結ぶ場所】
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・土木構造物（治水施設）としての安心感や力強さの提案がある一方、遮蔽物とならないよう配慮
した二段式ローラーゲートの提案もみられた。

３．土木構造物（治水施設）としての安心感や力強さに関する提案



４．地域の防災教育や眺望スペースとしての活用に関する提案

（提案概要）作品2：守り、干渉する、水門
・機械室をガラス張りにし、「社会科見学等で活用」また、上屋は避難所としてだけでなく、「展望室」としても活用
・「展望台」として活用することで、大阪湾一帯を一望することや、工場夜景、ベイエリアの夜景を眺めることができる。

（提案概要）作品7：NEW GATE ベイエリアと都心部を結ぶ場所
「展望スペース」として活用出来る場の整備

（提案概要）作品11：海の大手門
管理棟内に「展示室機能」を持たせ、役割周知の場として活用
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下流から見た水門

上流から見た水門(俯瞰) 水門のライトアップ 災害時のイメージ

水門展望橋

管理橋(点検歩廊)

階段

管理橋
(巻上機室横断用)



 津波や高潮といった災害から府民を守るという役割から、「安心感があるデザイン」や「水都大

阪の砦」「大阪を防護する堅牢な表情」といったコンセプトがあるなど、土木構造物として果た

すべき役割（安心感や力強さ）をデザインからも伝えるような提案が見られる。

 また、管理棟、水門を単体でデザインするのではなく、「一体のデザイン」とすることでより安

定感のある印象を伝えるような提案も見られた。

 一方、景観性への配慮から、新水門が「遮蔽物とならないような配慮」に関する提案が見られた。

 「防災教育の場として活用」するための展示・展望スペースの整備に関する提案が複数見られた。

≪景観設計において配慮すべき事項≫
③ 津波・高潮から街を守る役割を踏まえ、土木構造物として果たすべき役割（安心感や力

強さ）が伝わるような景観となるよう配慮すること。また水門単体でデザインするので
はなく、管理棟も含めたデザインとなるよう配慮すること。

④ 新安治川水門は、現水門のアーチ型水門と比較すると、景観性（見通し）が優れないこ
とを踏まえ、遮蔽感を軽減するよう配慮すること。

⑤ 津波や高潮といった災害、水門の果たす役割や機能を伝える防災教育の場としての活用
にも配慮すること。

《防災機能・啓発等を考慮したアイデアのまとめ》
・土木構造物（治水施設）としての安心感や力強さに関する提案
・地域の防災教育や眺望スペースとしての活用に関する提案

安治川水門の景観設計において配慮すべき事項【防災機能・啓発等を考慮したアイデア】
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上流から見た水門(俯瞰)
階段

管理橋
(巻上機室横断用)

５．アーチ形状・色の継承に関する提案

（提案概要）作品2：守り、干渉する、水門
旧水門のアーチと赤色をイメージした上部構造

（提案概要）作品7：NEW GATE ベイエリアと都心部を結ぶ場所
旧水門のアーチと赤色をイメージした展望橋

・旧水門の「アーチをイメージした構造（上部構造、展望橋）」が提案された。
提案された構造部では、旧水門の継承をイメージした赤色が使用されている。

・また、現水門を現地に保存する提案や、現水門を活用した公園整備なども提案されている。

（提案概要）作品4：帰ってきた「まちみなと」Benten Biennale 

旧安治川水門の保存
（提案概要）作品11：海の大手門
旧水門のアーチを利用した公園整備の提案
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■水門の頂部を軽い印象とする
四半円計形状のガイドアーチを沿わせる様にケーブル
の力を作用させることにより、柱の上方に位置してい
た上屋をガイドアーチの下端位置まで引き下げ、管理
のスペースを水門の後ろに隠し、全体としてすっきり
とさせた。

■旧水門を保存する
半世紀にわたる高潮との闘いの証として、安治川水門の
アーチは残置することで、海に向き合う安治川の玄関口
としての機能を引き継ぐ。
一方で、アーチ水門を陰から支えてきたガイドアーチに
は今一度スポットライトを当て、新しい水門として再活
用することで、半世紀以上もの長きに渡って水害と闘っ
てきた強い意思や人々の水門に対する記憶は、連綿と後
世へと引き継がれていく。

■三大アーチ型水門のガイドアーチを移築
時を同じくして、令和の時代に改築を迎えている木津
川水門、尻無川水門からも、撤去を予定されているガ
イドアーチを、特に舟運による観光が見込まれる安治
川に移設することで、当時の三大水門の健闘ぶりを偲
ばせる。

■水門の頂部から見える景色
水門の頂部には展望のため、デ
ッキスペースを設置。
眺望を眺めたり、ジップライン
等のアクティビティが楽しめる

■地震時に稼働出来るローラーゲート式水門

新しい水門は、木津川で計画されている構造と

同じ、ローラーゲート形式を採用することによ

り、地震時など電源が無い場合も自重で水門を

閉じられるように設計する。

■水門の上屋は一般開放する
新しい水門は、台風などの水害
発生が予測される場合を除いて、
一般開放し、頂部に上ることが
可能な設えとする。
水門を上ると海側に視界が開け、
天保山斜張橋や観覧車、大阪湾
を一望できる。

イメージ図
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■水門管理所は再活用する
水門の管理所は、海側の様子を
把握しやすい立地に配慮して、
旧水門の施設を再活用する。
水門の操作は遠隔操作で行い、
災害時など必要に応じて、職員
が水門裏の管理用通路にある上
屋に常駐出来るようにする。

引用元：
https://www.tripadvisor.co

m/Attraction_Review-

g14134368-d553575-

Reviews-

Odaiba_Kaihin_Koen_Od

aiba_Seaside_Park-

Daiba_Minato_Tokyo_Tok

yo_Prefecture_Kanto.html



 現水門のアーチ型形状が無くなってしまうため、現水門の存在感やイメージを継承するよう

「アーチをイメージした構造」「色の継承」に関する提案が見られた。

《現水門の継承に関するアイデアのまとめ》
・アーチ形状・色の継承に関する提案

安治川水門の景観設計において配慮すべき事項【現水門の継承に関するアイデア】
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≪景観設計において配慮すべき事項≫
⑥ 現水門のアーチ型形状を新水門本体で継承することは困難だが、新水門を含む周辺エリ

アにおいて、その存在感やイメージを継承できるよう配慮すること。



三大水門の景観設計における基本的な考え方

 三大水門は、昭和45年に完成して以来、流域の安全・安心に寄与している重要な治水施設で
あるだけでなく、国内でも珍しい形式であることもあり、 大阪ミュージアムや大阪市の都市
景観資源に登録されており、地域を象徴する施設でもある。

 新水門は、高潮に対する防御のみならず、津波による被害も防ぐことにより住民の安全・安
心を確保する重要な治水施設であり、長期間に亘って存在するため、後世に継承される優れ
たデザインを有し、現水門と同様に地域に親しまれる「安全・安心のシンボル」となるよう
配慮すべきである。

 また、ベイエリアと大阪の中心市街地を結ぶ中間に位置することから、新たな都市の魅力的
なスポットとなるよう配慮する必要がある。

【景観設計における基本的な考え方（コンセプト）】

安治川水門の景観設計において配慮すべき事項（まとめ）
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※木津川水門の景観設計において配慮すべき事項（R3.1.29と共通）



安治川水門は、高潮・津波を防御する重要な施設であるため、要求される性能や機能を確保
したうえで、地域に親しまれる「安全・安心のシンボル」となるよう、以下の事項に配慮すべ
きである。

① 大阪市内エリアとベイエリアをつなぐ中継地点や拠点として、期待されていることを踏まえ、
水都大阪の玄関口やシンボルとなるような景観となるよう配慮すること。

② 舟運の活性化が期待されることを踏まえ、上下流方向など視点の違いによる景観の印象の違
いに配慮すること。また、夜間でも船舶による人の動きがあることが予想されるため、夜間
景観や昼と夜の景観の違いについても配慮すること。

③ 津波・高潮から街を守る役割を踏まえ、土木構造物として果たすべき役割（安心感や力強
さ）が伝わるような景観となるよう配慮すること。また水門単体でデザインするのではなく、
管理棟も含めたデザインとなるよう配慮すること。

④ 新安治川水門は、現水門のアーチ型水門と比較すると、景観性（見通し）が優れないことを
踏まえ、遮蔽感を軽減するよう配慮すること。

⑤ 津波や高潮といった災害、水門の果たす役割や機能を伝える防災教育の場としての活用にも
配慮すること。

⑥ 現水門のアーチ型形状を新水門本体で継承することは困難だが、新水門を含む周辺エリアに
おいて、その存在感やイメージを継承できるよう配慮すること。

【景観設計において配慮すべき事項】

安治川水門の景観設計において配慮すべき事項（まとめ）
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新安治川水門設計の今後の進め方（イメージ）について

新木津川水門での検討を基本に、「新安治川水門の景観設計において配慮すべき事項」
をふまえ、詳細な景観検討を実施していく。

◆新木津川水門における検討結果

①水都大阪の玄関口やシンボル
③土木構造物としての安心感や力強さ
④遮蔽感の軽減

⑤防災教育の場としての活用
⑥現水門のイメージ等の継承

◆新安治川水門における検討イメージ

②上下流方向の視点の違い
昼と夜の景観の違い

（基本設計時）

（詳細設計時）

「ボリューム感の低減」や
「景観デザインの工夫」を実施



◆水門デザイン検討（STEP1）

デザイン調整ワーキング（仮称）の仕組み（案）

◆デザイン決定後に構造計算、数量計算等を実施（STEP2）

【参考】新安治川水門設計の今後の進め方

【答申】「安治川水門の景観設計において配慮すべき事項について」

【水門詳細設計担当者】
 検討されたデザイン案の実現性について検討を実施。

【専門家等】
 デザイン検討案等

に対する助言

【水門詳細設計担当者】
 決定したデザインにより、構造計算や数量計算などを実施
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実現可能かつ答申を踏まえた水門デザインの決定

調整

【水門景観設計担当者】
 「答申」および「他水門の事例」も踏まえたデザイン案の検討を実施。


